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河
津
ト
ン
ネ
ル
（
仮
称
）
は
、

伊
豆
縦
貫
自
動
車
道
の
河
津
下
田

道
路
（
河
津
〜
下
田
）
に
お
い
て
、

河
津
町
小
鍋
地
区
か
ら
同
町
逆
川

地
区
ま
で
を
結
ぶ
全
長
１
，
８
８

４
ｍ
の
ト
ン
ネ
ル
で
す
。

　

逆
川
地
区
側
か
ら
掘
削
工
事
を

関
に
事
前
に
電
話
し
た
上
で
受
診

し
ま
し
ょ
う
。

⑹
次
の
症
状
が
あ
る
方
は
、「
帰

国
者
・
接
触
者
相
談
セ
ン
タ
ー
」

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

・
風
邪
の
症
状
や
37
．５
℃
以
上
の  

　

発
熱
が
４
日
以
上
続
い
て
い
る
。

・
強
い
だ
る
さ
（
倦
怠
感
）
や
息

　

苦
し
さ
（
呼
吸
困
難
）が
あ
る
。

※

高
齢
者
や
基
礎
疾
患
等
の
あ
る

　

方
は
、
前
述
の
状
態
が
２
日
程

　

度
続
く
場
合

◎
相
談
先

○
県
賀
茂
保
健
所

・
平
日
８
時
30
分
〜
17
時
15
分

　
　
　
　
　
　
　

☎
㉔
２
０
５
２

・
右
記
以
外
の
時
間

　

☎
０
９
０-

３
３
０
９-

６
７
０
７

○
一
般
的
な
相
談
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

県
疾
病
対
策
課

　

☎
０
５
４-

２
２
１-

３
２
９
６

　

☎
０
５
４-

２
２
１-

８
５
６
０

受
付
時
間
　
平
日
８
時
30
分
〜
17
時

○
電
話
で
の
相
談
が
難
し
い
方

厚
生
労
働
省　

℻
０
３‐

３
５
９
５‐

２
７
５
６

進
め
、
今
年
度
で
１
，
３
９
４
ｍ

の
掘
削
が
完
了
し
ま
し
た
。
令
和

２
年
度
以
降
は
小
鍋
地
区
側
か
ら

掘
り
進
め
、
ト
ン
ネ
ル
の
貫
通
を

目
指
し
て
い
く
予
定
で
す
。

　

こ
の
ト
ン
ネ
ル
が
開
通
す
る
と
、

沼
津
・
三
島
方
面
へ
の
移
動
時
間

が
大
き
く
短
縮
さ
れ
る
ほ
か
、
国

道
４
１
４
号
の
幅
員
狭
小
な
区
間

を
避
け
て
通
行
で
き
る
た
め
、
観

光
バ
ス
等
の
大
型
車
両
、
安
全
な

搬
送
が
必
要
な
救
急
車
両
の
移
動

に
お
い
て
も
大
き
な
効
果
が
期
待

さ
れ
ま
す
。

　

早
期
開
通
を
目
指
し
て
、
工
事

が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

II
期
区
間
（
河
津
〜
箕
作
）
で

は
、
河
津
ト
ン
ネ
ル
（
仮
称
）
の

ほ
か
、
河
津
Ｉ
Ｃ（
仮
称
）
や
逆

川
Ｉ
Ｃ（
仮
称
）
周
辺
の
工
事
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

I
期
区
間
（
箕
作
〜
広
岡
西
）

で
は
、
将
来
の
工
事
着
手
の
た
め

に
、
用
地
取
得
な
ど
が
進
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

12
月
５
日
、
稲
梓
小
学
校
の
４

年
生
児
童
17
名
が
総
合
学
習
と
し

て
、
ト
ン
ネ
ル
工
事
の
現
場
見
学

を
行
い
ま
し
た
。
縦
貫
道
の
概
要

や
工
事
方
法
に
つ
い
て
説
明
を
受

け
た
後
、
実
際
に
ト
ン
ネ
ル
内
を

見
学
し
ま
し
た
。

　

ま
た
12
月
13
日
に
は
一
般
希
望

者
に
よ
る
現
場
見
学
会
を
開
催
し
、

20
名
の
皆
さ
ま
に
ご
参
加
い
た
だ

き
ま
し
た
。

問
合
せ
先

建
設
課
伊
豆
縦
貫
道
係

　
　
　
　
　
　
　

☎
㉒
２
２
１
９

国
土
交
通
省
沼
津
河
川
国
道
事
務
所

伊
豆
縦
貫
自
動
車
道
下
田
推
進
室

　
　
　
　
　
　
　

☎
38
０
４
４
５

河
津
ト
ン
ネ
ル
（
仮
称
）

　
　
　
　
工
事
に
つ
い
て

河
津
ト
ン
ネ
ル
（
仮
称
）
の

　
　
　
　
　
工
事
現
場
見
学

（
引
用
：
国
土
地
理
院
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
）

稲梓小学校４年生児童の総合学習稲梓小学校４年生児童の総合学習

逆川地区国道414号切回し工事逆川地区国道414号切回し工事

河津トンネル(仮称)工事河津トンネル(仮称)工事 河津下田道路　概要図河津下田道路　概要図

河津IC（仮称）ランプ橋工事河津IC（仮称）ランプ橋工事

「命の道」

伊豆縦貫自動車道だより伊豆縦貫自動車道だより
令和２年３月号

伊豆縦貫自動車道・河津下田道路
整備の進捗状況をお知らせします。

土
地
及
び
家
屋
価
格
な
ど
の
縦
覧

　

固
定
資
産
税
の
納
税
者
が
、
自

己
の
土
地
や
家
屋
の
令
和
２
年
度

の
固
定
資
産
税
評
価
額
に
つ
い
て

周
辺
の
土
地
や
家
屋
と
比
較
す
る

こ
と
に
よ
り
、
評
価
額
が
適
正
か

を
判
断
し
て
い
た
だ
く
制
度
で
す
。

縦
覧
す
る
こ
と
が
で
き
る
方

固
定
資
産
税
を
納
め
て
い
る
方

（
納
税
者
）
と
そ
の
同
居
家
族
、
納

税
者
の
委
任
を
受
け
た
方
及
び
納

税
管
理
人

縦
覧
期
間

４
月
１
日（
水
）〜
４
月
30
日（
木
）

手
数
料　
無
料

本
人
確
認　
運
転
免
許
証
な
ど
本

人
確
認
で
き
る
も
の
、
認
め
印
、

委
任
状
（
代
理
の
場
合
）

　

令
和
２
年
度
の
固
定
資
産
税
算

出
の
基
礎
と
な
る
課
税
台
帳
を
確

認
で
き
ま
す
。

閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き
る
方

　

納
税
義
務
者
と
そ
の
同
居
家
族
、

納
税
義
務
者
の
委
任
を
受
け
た
方
、

納
税
管
理
人
及
び
土
地
や
家
屋
を

借
り
て
い
る
方

閲
覧
期
間

４
月
１
日（
水
）以
降
通
年
閲
覧
可

８
時
30
分
〜
17
時
15
分

手
数
料

４
月
30
日
（
木
）
ま
で
無
料

※

コ
ピ
ー
代
が
別
途
必
要
と
な
り

　

ま
す
（
１
枚
10
円
）。

本
人
確
認

　

運
転
免
許
証
な
ど
本
人
確
認
で

き
る
も
の
、
認
め
印
、
委
任
状

（
代
理
の
場
合
）、
土
地
や
家
屋
を

借
り
て
い
る
方
は
そ
の
契
約
書
を

ご
持
参
く
だ
さ
い
。

審
査
申
出
に
つ
い
て

　

令
和
２
年
度
の
固
定
資
産
課
税

台
帳
に
登
録
さ
れ
た
価
格
に
つ
い

て
不
服
が
あ
る
場
合
に
は
、
納
税

通
知
書
を
受
け
た
日
の
翌
日
か
ら

起
算
し
て
３
か
月
以
内
に
文
書
を

も
っ
て
下
田
市
固
定
資
産
評
価
審

査
委
員
会
に
審
査
申
出
を
行
う
こ

と
が
で
き
ま
す
。

※

令
和
２
年
度
に
お
い
て
、
家
屋

　

の
新
築
、
土
地
の
地
目
変
更
等

　

に
よ
り
、
価
格
の
修
正
が
あ
っ

　

た
場
合
に
限
り
ま
す
。

問
合
せ
先　
税
務
課
資
産
税
係

　
　
　
（
窓
口
⑧
）☎
㉒
２
２
１
８

固
定
資
産
課
税
台
帳
の
閲
覧

令
和
２
年
度
の
土
地
や
家
屋
の
価
格
等
縦
覧
帳
簿
の
縦
覧
と

　
　
　
　
　
　
　
固
定
資
産
課
税
台
帳
の
閲
覧
が
で
き
ま
す

固
定
資
産
税
に
関
す
る
お
し
ら
せ

〜
一
人
ひ
と
り
が
で
き
る

　
　
　
　
　
　
対
策
を
知
っ
て
お
こ
う
〜

「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

　
感
染
症
」の
予
防
方
法
と

　
　
も
し
も
の
場
合
の
対
処
法

問
合
せ
先
　
市
民
保
健
課
健
康
づ
く
り
係
（
窓
口
⑤
）☎
㉒
２
２
１
７

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
備
え
て

⑴
ま
ず
は
手
洗
い
が
大
切
で
す
。

外
出
先
か
ら
の
帰
宅
時
や
調
理
の

前
後
、
食
事
前
な
ど
に
、
こ
ま
め

に
石
鹸
や
ア
ル
コ
ー
ル
消
毒
液
な

ど
で
手
を
洗
い
ま
し
ょ
う
。

⑵
咳
や
鼻
水
が
出
る
場

合
は
、
マ
ス
ク
の
着
用

又
は
咳
エ
チ
ケ
ッ
ト
を

心
が
け
ま
し
ょ
う
。

⑶
持
病
が
あ
る
方
や
ご

高
齢
の
方
、
妊
娠
中
の

女
性
は
、
で
き
る
だ
け

人
混
み
の
多
い
場
所
を

避
け
る
な
ど
、
よ
り
一

層
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

⑷
発
熱
等
の
風
邪
の
症

状
が
見
ら
れ
る
と
き
は
、

学
校
や
会
社
を
休
み
ま

し
ょ
う
。

⑸
咳
と
発
熱
の
症
状
が

あ
る
場
合
は
、
医
療
機

せ
っ 

け
ん


